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 １．小数のかけ算・わり算（暗算）                                ／２０ 

 

（例題） 

 ○１  ０.５×０.０９ … 小数部分のけた数の合計が３ ○２  ７００×０.０５ … 小数部分のけた数の合計が２ 

                 ↓                                                         ↓ 

  ＝     ４５       ５×９＝４５の計算をして，              ＝３５００         ７００×５の計算をして， 

  ＝０.０４５       小数点を３けた左に動かします            ＝３５             小数点を２けた左に動かします 

 

 ○３  １.６÷０.０８  わる数が整数になるように１００倍し， ○４  ０.２８÷０.７  わる数が整数になるように１０倍し， 

  ＝１６０÷８       わられる数も１００倍します             ＝２.８÷７    わられる数も１０倍します  

  ＝２０                                                     ＝０.４ 

 

◇ 次の計算をしなさい。  

（１） ０.０７×４ 

      ＝ 

      ＝ 

 

（２） ０.５×７００ 

      ＝ 

      ＝ 

（３） ８×０.０５ 

      ＝ 

      ＝ 

（４） ８０×０.０３ 

      ＝ 

      ＝ 

（５） ０.２×０.４ 

   ＝ 

      ＝ 

 

（６） ０.３×０.８ 

      ＝ 

      ＝ 

（７） ０.０４×０.３ 

      ＝ 

      ＝ 

（８） ０.０２×０.０３ 

      ＝ 

      ＝ 

（９） １４÷０.７ 

      ＝ 

      ＝ 

 

（10） ９÷０.３ 

      ＝ 

      ＝ 

（11） ２４０÷０.８ 

      ＝ 

      ＝ 

（12） ３６÷０.０９ 

      ＝ 

      ＝ 

（13） １.２÷０.２ 

      ＝ 

      ＝ 

 

（14） ３.２÷０.４ 

      ＝ 

      ＝ 

（15） ０.４８÷０.０６ 

      ＝ 

      ＝ 

（16） ０.２１÷０.０３ 

      ＝ 

      ＝ 

（17） ６.４÷０.０８ 

      ＝ 

      ＝ 

 

（18） ５.６÷０.０７ 

      ＝ 

      ＝ 

（19） ０.１２÷０.４ 

      ＝ 

      ＝ 

（20） ０.２５÷０.５ 

      ＝ 

      ＝ 
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 ２. 小数のかけ算（筆算）                                    ／２０ 

 

（例題） 

 ○１     ８.５ … 小数部分のけた数が１ ○２    ０.４３ 

      × ０.２ ９  … 小数部分のけた数が２     ×   １６０００    ０００をはみ出すように筆算を書きます 

         ７ ６ ５  ↓         ２５８         

         １ ７ ０     ↓         ４３            ４３×１６として計算します 

        ２.４ ６ ５  … 小数点を３けた左へ動かします     ６８８０.００  最後に０００をつけ，小数点を動かします 

 

◇ 次の計算をしなさい。 

 

（１）    ４ ６ 

      × ０.３  

 

 

 

 

 

（２）    ２.５ 

      × ５ ４     

 

（３）   ０.３ ８ 

      ×   １ ９  

 

（４）    ４ ９ ２ 

      × ０.６ ５  

 

（５）    ２ ４ ０ ０ 

      × ０.３     

 

 

 

 

 

（６）      １ ８ ０ ０ 

      × ０.２ ５      

 

（７）    ０.７ ５ 

      ×    ６ ０ ０ ０  

 

（８）    ０.４ ８ 

      ×   ５ ７ ０ ０  

 

（９）    ５.３ 

      × ０.３  

 

 

 

 

 

（10）    ２.９ 

      × ４.３  

 

（11）     ２.５ 

        × ５.４  

 

（12）    ８.５ 

      × ２.９  

 

 

（13）  ３.２ ４ 

      ×  ０.３  

 

 

 

 

 

（14） ７.１ ５ 

      × ０.８  

 

（15）   ２.９ １ 

      ×   ５.１  

 

（16）      ３.２ 

      × ０.４ ５  

 

（17）   ０.３ ５ 

      × ０.１ ６  

 

 

 

 

 

（18）   ０.９ ２ 

      × ５.２ ８  

 

（19）   ３.３ ６ 

      × ０.４ ５  

 

（20）   ８.１ ５ 

      × ２.５ ３  
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 ３. 小数のわり算（筆算）                                    ／１６ 

 

（例題） 

  ○１                             .                ○２                        . 

       ０.８  ５.５２    →  ０.８  ５.５.２                ０.３２   ２.４    →  ０.３２   ２.４０. 

 

          わる数が整数になるように１０倍し，                          わる数が整数になるように１００倍し， 

          わられる数も１０倍します                    わられる数も１００倍します 

 

◇ 次の計算をしなさい。 

（１） 

    ３   ８.４ 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

    ７   ９.１ 

（３） 

    ４   ６.２８ 

（４） 

    ５   ５.２５  

（５） 

  ０.８   ７.６ 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 

  ０.５   ３.６ 

 

（７） 

  ０.０４   ０.２５ 

 

（８） 

  ０.２５   ２.３４ 

 

（９） 

  ０.６   １５ 

 

 

 

 

 

 

 

（10） 

  ２.５   ４９  

 

（11） 

  ０.６４   １６ 

 

（12） 

  ０.０５   ４２ 

 

 

 

（13） 

  ０.４   ２.７６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14） 

  ０.３   １.６８ 

（15） 

  ０.０８   ５.４ 

（16） 

  ０.１６   １.２ 
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 ４. 計算の順序                                         ／１５ 

 

（例題）  （  ）の中 → かけ算やわり算 → たし算やひき算 の順に計算を進めていきます 

 ○１  １.５＋０.５×０.７ ○２  ０.８÷０.２－０.３×０.４ ○３  ０.４＋１.６÷（１－０.２） 

    ＝１.５＋０.３５ ＝４－０.１２ ＝０.４＋１.６÷０.８ 

    ＝１.８５ ＝３.８８ ＝０.４＋２ 

 ＝２.４ 

 

◇ 次の計算をしなさい。途中の式もしっかり書きなさい。（例題のように書きましょう） 

（１） １.６＋１.４×２ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

（２） １２－８×０.３ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

 

（３） １２.５－３.５÷７ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

  

（４） ２.４÷０.３＋０.２ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

（５） ２０÷５－０.３×５ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

（６） １.６×３＋１.４÷７ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

 

（７） １.２×３＋１.４÷０.７ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

 

（８） ６×(９.５－８.９) 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

（９） ９＋０.４×(１０－６) 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

      ＝ 

 

 

（10） ２.３＋(１２－６)÷３ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

      ＝ 

 

 

（11） (４.８÷６＋３)÷２ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

      ＝ 

 

（12） (２.７＋３×０.９)÷６ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

      ＝ 

 

（13） ５×２.８×２   

 

   ＝ 

 

      ＝ 

 

（14） ２×７.４×０.５ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 

（15） ５.３×２.５×４ 

 

   ＝ 

 

      ＝ 
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 ５. 分数のたし算とひき算                                    ／１６ 

 

（例題） 

 ① 
２０

１１
－

１５

４
＋

１２

５
         ② 

４

３
－５      

  ＝
６０

３３
－

６０

１６
＋

６０

２５
         ３つ同時に通分して計算してもよい。 ＝

４

３
－

４

２０
     整数を分数に直して計算します。 

  ＝
６０

８
 ＝

４

１７
 

  ＝
１５

２
 約分を忘れないこと！ 

 

◇ 次の計算をしなさい。 

 

（１） ＝
６

５
＋

９

２
     （９） ＝

１２

５
＋

６

１
＋

３

１
         

 

 

（２） ＝
１８

７
＋

６

５
       （10） ＝

１５

４
＋

３

２
－

５

４
         

 

 

（３） ＝
１２

１１
＋

１５

８
       （11） ＝

６

５
＋

５

２
－

１０

９
         

 

 

（４） ＝
８

３
＋２      （12） ＝

４

３
－

１４

９
＋

７

６
         

 

 

（５） ＝
１４

５
－

７

６
       （13） ＝

１８

７
－

９

４
－

１２

１１
         

 

 

（６） ＝
１０

３
－

１８

１１
       （14） ＝

４

３
＋

２

１
－

５

４
         

 

 

（７） ＝
６

５
－

１０

９
       （15） ＝

１５

２
－

５

２
－

１０

７
         

 

 

（８） ＝
１５

７
－３        （16） ＝

６

５
＋

１８

１３
－

９

８
         


